
７
月

日
に
開
催
さ
れ
た
１
０
４
７
名
解
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雇
撤
回
裁
判
の
第
３
回
控
訴
審
で
は
、
新
た

に
裁
判
長
と
し
て
や
っ
て
き
た
阪
本
勝
が
井

手
・
Ｊ
Ｒ
西
元
会
長
、
深
澤
・
Ｊ
Ｒ
東
会
長

の
証
人
申
請
を
却
下
し
て
き
た
。
絶
対
に
許

す
こ
と
は
で
き
な
い
！

今
回
の
裁
判
で
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
、

国
家
権
力
の
根
幹
を
揺
る
が
す
闘
い
だ
と
い

う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
そ
し
て
、
戦
時

下
に
お
け
る
国
家
権
力
に
よ
る
大
反
動
が
今

回
の
証
人
申
請
却
下
だ
。

そ
も
そ
も
、
前
回
裁
判
で
裁
判
長
は
「
Ｊ

Ｒ
設
立
委
の
不
当
労
働
行
為
を
認
め
な
い
な

ら
証
人
を
採
用
す
る
」
と
明
言
し
た
。
中
労

委
・
Ｊ
Ｒ
は
「
認
め
な
い
」
と
回
答
し
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
証
人
採
用
す
る
以
外
な
い
。

こ
れ
が
公
開
の
法
廷
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
の

真
実
だ
。

し
か
し
、
東
京
高
裁
・
国
家

権
力
は
た
だ
ち
に
裁
判
長
を
地

方
に
異
動
さ
せ
、
新
た
に
阪
本

勝
を
裁
判
長
に
す
え
た
。
そ
し
て
、
阪
本
は

何
一
つ
説
明
す
る
こ
と
も
な
く
「
い
ず
れ
の

証
人
も
必
要
性
が
な
い
」
と
言
い
放
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
弁
護
団
は
た
だ
ち
に
忌

避
を
申
し
立
て
た
。
裁
判
は
裁
判
長
の
忌
避

を
め
ぐ
る
争
い
の
間
は
中
断
さ
れ
る
。
さ
ら

な
る
闘
い
と
署
名
の
拡
大
を
か
ち
と
り
、
井

手
・
深
澤
を
何
と
し
て
も
法
廷
に
引
き
ず
り

出
そ
う
！

争
議
団
・
中
村
副
委
員
長

裁
判
所
は
裁
判
所
だ
。
運
動
で
返
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
運
動
の
力

が
試
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
闘
い
に
絶
対
に
勝

利
し
よ
う
。
戦
争
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、
国
鉄

分
割
・
民
営
化
を
あ
い
ま
い
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
と
も
に
闘
い
た
い
。

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会

ニ
ュ
ー
ス

動

労

千

葉

を

支

援

す

る

会

事

務

局

千
葉
市
中
央
区
要
町
２
ー
８

Ｄ
Ｃ
会
館

℡

０
４
３
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２
０
２）
７
８
２
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Fax

メ
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info@
doro-shien.site

〒
口
座
番
号

０
０
１
５
０
ー
３
ー
９
２
０
３
６

2026.7.18
４１９

７
・

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
第
３
回
控
訴
審
闘
争
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阪
本
勝
裁
判
長
に
よ
る
証
人
申
請
却
下
を
弾
劾
す
る
！

前
回
裁
判
で
は
「
証
人
採
用
」
と
明
言
！

そ
れ
を
ね
じ
曲
げ
る
ほ
ど
真
実
が
恐
ろ
し
い
の
か
！

裁判に先立ち、東京高裁包囲デモを２４０人の結集で闘った



月
集
会
が
切
り
開
い
て
き
地
平

11本
日
の
集
会
を
労
働
運
動
の
変
革
に
向
け

て

月
全
国
労
働
者
集
会
運
動
の
出
発
点
に

11
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

月
集
会
が
切
り
開
い
て
き
た
最
大
の
地

11
平
は
、
日
本
労
働
運
動
の
変
革
、
階
級
的
労

働
運
動
の
建
設
と
い
う
大
テ
ー
マ
を
真
っ
向

か
ら
掲
げ
て

年
を
超
え
る
組
織
化
を
継
続

30

し
て
き
た
こ
と
、
画
期
的
な
国
際
連
帯
を
つ

く
り
あ
げ
て
き
た
こ
と
で
す
。
労
働
運
動
変

革
の
手
が
か
り
で
す
。

「
階
級
的
労
働
運
動
と
は
何
か
」

７
月
８
日
、
ト
ラ
ン
プ
は
再
び
イ
ラ
ン
へ

の
攻
撃
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
む
き
出
し
の

帝
国
主
義
侵
略
戦
争
で
す
。
中
国
の
体
制
を

転
覆
し
よ
う
と
い
う
侵
略
戦
争
に
踏
み
切
っ

て
い
ま
す
。
高
市
政
権
は
こ
れ
と
一
体
化
し

て
、
中
国
侵
略
戦
争
に
突
進
し
て
い
ま
す
。

「
階
級
的
労
働
運
動
と
は
何
か
」
、
そ
の
核
心

は
、
「
労
働
運
動
全
体
の
た
め
に
闘
え
る
か
ど

う
か
」
「
労
働
者
階
級
全
体
の
た
め
に
闘
え
る

か
ど
う
か
」
で
す
。
そ
れ
は
戦
争
を
阻
止
す

る
と
い
う
問
題
で
最
も
鋭
く
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
動
労
千
葉
は
こ
の
核
心
を
貫
い
て
き
ま

し
た
。

問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か

今
の
労
働
運
動
、
労
働
組
合
に
問
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
何
か
。
第
１
に
、
目
の
前
で
進

行
し
て
い
る
戦
争
、
対
中
国
の
侵
略
戦
争
、

世
界
戦
争
、
核
戦
争
を
な
ん
と
し
て
も
阻
止

す
る
こ
と
で
す
。
改
憲
阻
止
が
最
大
の
決
戦

と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
市
は
憲
法
を
残
し
て

は
、
戦
争
に
突
き
進
め
ず
改
憲
に
突
進
し
て

い
ま
す
。
戦
争
反
対
の
声
と
闘
い
を
叩
き
潰

す
た
め
の
改
憲
攻
撃
で
す
。
国
会
前
に
若
者

が
集
ま
り
、
憲
法
も
頼
り
に
し
な
が
ら
戦
争

反
対
の
声
を
必
死
に
な
っ
て
あ
げ
て
い
る
。

あ
の
闘
い
の
中
に
、
政
府
を
倒
す
力
、
戦
争

の
元
凶
で
あ
る
帝
国
主
義
を
打
倒
す
る
力
が

間
違
い
な
く
あ
る
。
こ
こ
に
確
信
を
持
っ
て
、

本
当
に
戦
争
を
止
め
ら
れ
る
労
働
者
の
大
反

乱
、
実
力
闘
争
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
第
２
に
、
戦
時
下
に
お
け
る
労
働

政
策
の
歴
史
的
転
換
と
の
対
決
で
す
。
安
保3

文
書
改
定
に
基
づ
く
軍
需
産
業
へ
の
労
働
移

動
の
強
制
や
、
労
働
基
本
権
解
体
・
組
合
一

掃
の
攻
撃
と
対
決
す
る
こ
と
で
す
。JR

東
日

本
の
「
社
友
会
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
労
働
法

制
改
悪
を
粉
砕
す
る
こ
と
で
す
。
第
３
に
、

国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対
闘
争
の
地
平
で
、

連
合
路
線
と
対
決
す
る
労
働
運
動
を
つ
く
り

だ
そ
う
。
防
衛
産
業
を
推
進
し
戦
時
体
制
に

加
担
す
る
「
連
合
」
の
足
元
を
ひ
っ
く
り
返

国鉄闘争全国運動は７月11日、千葉文化センターで
全国集会を開催し、４７０人が結集した。

７・

国
鉄
集
会

基
調
報
告

11
国
鉄
闘
争
の
歴
史
的
な
勝
利
か
ち
と
り

月
集
会
へ

11

動
労
千
葉

関

道
利
委
員
長



す
、
反
戦
を
労
働
組
合
の
本
質
的
課
題
と
し

て
復
権
さ
せ
る
。
戦
争
に
動
員
さ
れ
る
の
も

労
働
者
で
す
が
、
実
力
で
戦
争
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
労
働
者
で
す
。
第
４
に
、

国
会
前
等
に
結
集
す
る
真
剣
な
反
戦
の
怒
り

を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
ず
、
持
続
性
の
あ
る

労
働
者
階
級
の
団
結
へ
と
組
織
す
る
。
労
働

者
自
身
の
手
で
真
の
労
働
者
階
級
の
党
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地
方
本
部

カ
ン
・
ジ
ョ
ン
ナ
ム
本
部
長
の
発
言
（
要
旨
）

韓
国
の
鉄
道
労
働
者
た
ち
は

年
間
の
闘
争

12

の
末
、
分
離
さ
れ
て
い
た
高
速
鉄
道
を
統
合

い
た
し
ま
し
た
。

Ｋ
Ｔ
Ｘ
と
Ｓ
Ｒ
Ｔ
が
今
年

統
合
さ
れ
ま
す
。

組
合
員
の
団
結
し
た
力
が

大
き
な
成
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
団
結
し
、

粘
り
強
く
闘
え
ば
勝
利
す
る
と
い
う
教
訓
を

得
ま
し
た
。

私
た
ち
の
勝
利
が
、
日
本
の
同

志
た
ち
に
も
多
く
の
力
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
高
市
政
権
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン

プ
と
協
力
し
、
中
国
に
対
す
る
侵
略
戦
争
を

念
頭
に
置
い
て
中
東
地
域
へ
の
軍
事
介
入
も

く
わ
だ
て
て
い
ま
す
。
日
本
の
労
働
者
階
級

は
闘
う
す
べ
て
の
労
働
者
民
衆
と
連
帯
し
、

高
市
政
権
に
対
抗
す
る
闘
争
を
生
み
出
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

日
本
の
労
働
者

民
衆
の
闘
い
を
発

展
さ
せ
る
鍵
が
、

労
働
運
動
の
再
建

に
あ
る
と
考
え
る

動
労
千
葉
の
同
志

た
ち
の
意
志
に
共

感
い
た
し
ま
す
。

労
働
者
の
国
際

連
帯
で
戦
争
を
防

ぎ
、
労
働
者
の
権

利
を
守
り
、
労
働

者
が
主
人
公
と
な
る
世
界
を
作
る
た
め
に
、

日
韓
労
働
者
の
闘
争
を
共
有
し
、
共
に
闘
う

決
意
を
新
た
に
す
る
集
会
で
す
。

闘
う
労
働
者
は
一
つ
で
す
。
労
働
者
連
帯

に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
者
の
国
境
を

越
え
る
団
結
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
世
界
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
示
さ

れ
る
勇
気
と
粘
り
強
さ
は
、
私
た
ち
に
も
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。

困
難
な
条
件
の
中
で
も
休
む
こ
と
な
く
闘

う
日
本
の
同
志
の
皆
様
に
改
め
て
敬
意
の
念

を
表
し
ま
す
。

共
に
手
を
取
り
合
い
、
熱
く

闘
い
ま
し
ょ
う
。

同
志
の
皆
様
の
健
康
と
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
闘
争
！
（
ト

ゥ
ジ
ェ
ン
！
）

「
第
二
期

月
集
会
運
動
」
開
始

11

最
後
に
、
今
年
の

月
集
会
は
、
こ
れ
ま

11

で
の
延
長
線
上
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
新
た
な

「
第
二
期

月
集
会
運
動
」
を
開
始
す
る
と

11

い
う
決
意
で
出
発
し
た
い
。

・
１
労
働
者

11

集
会
と

・

集
会
を
、
後
退
し
た
日
本
労

11

22

働
者
民
衆
の
闘
い
の
転
換
点
に
す
る
よ
う
な

闘
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

労
働
者
に
国
境
は
な
い
！

労
働
者
は
一
つ
だ
！

７
・

全
国
集
会
は
、
韓
国
か
ら
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地
方
本
部
の
４
名
の
仲
間
、
ミ
ャ
ン
マ

11

ー
民
主
化
の
闘
い
に
取
り
組
む
在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
仲
間
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
イ
ラ
ン
侵
略
戦
争
と
人
民
虐
殺
に
抗
議
の
闘
い
を
続
け
る
在
日
イ
ラ
ン
人
女
性
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
の
署
名
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
ビ
ク
ト
リ
ア
州
公
務
員
労
組

委
員
長
な
ど
、
海
外
か
ら
多
く
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。
世
界
中
で
現
実
の
戦
争
が

火
を
吹
く
中
、
戦
争
に
真
向
か
ら
反
対
し
、「
労
働
者
は
一
つ
だ
！
」「
労
働
者
に
国
境
は
な

い
！
」
と
の
立
場
で
団
結
を
う
ち
固
め
る
重
要
な
国
際
連
帯
集
会
と
な
っ
た
。



７
月
５
日
、
館
山
市
・
南
総
文
化
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室
に
お
い
て
、
内
房
線
と
地
域
を

守
る
会
の
第

回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

10

総
会
は
、
会
員
や
内
房
線
沿
線
の
動
労
千
葉

Ｏ
Ｂ
、
桜
井
講
演
を
聞
く
た
め
に
集
ま
っ
た

市
民
な
ど

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

50

今
回
の
総
会
は
、
あ
ら
た
め
て
内
房
線
と

地
域
を
守
る
会
、
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
、

久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
が
連
帯
し
て
廃

線
申
請
の
撤
廃
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
た
。

交
通
の
不
便
な
と
こ
ろ
に

人
は
住
ま
な
い

総
会
は
、
最
初
に
梅
沢
和
子
代
表
の
あ
い

さ
つ
が
お
こ
な
わ
れ
、
「
結
成
か
ら

回
目
の

10

総
会
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
毎
年
Ｊ
Ｒ
千
葉

支
社
へ
の
要
請
行
動
を
行
い
、
ワ
ン
マ
ン
運

転
の
安
全
性
確
保
等
の
声
を
上
げ
て
き
た
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
は
、
久
留
里
線
の
一
部
区
間

を
来
年
３
月
末
で
廃
線
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
地
元
の
人
の
声
を
無
視
す
る
や
り
方
は

間
違
っ
て
い
る
。
バ
ス
転
換
は
運
転
士
の
確

保
な
ど
問
題
が
多
く
、
継
続
で
き
る
の
か
も

不
安
が
あ
る
。
鉄
道
が
な
く
な
っ
た
ら
通
勤

・
通
学
や
観
光
に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
。

交
通
の
不
便
な
と
こ
ろ
に
人
は
住
ま
な
い
。

鉄
道
と
地
域
を
守
る
た
め
に
運
動
を
大
き
く

し
て
い
き
た
い
。
ご
協
力
を
願
い
し
ま
す
」

と
の
訴
え
が
行
わ
れ
た
。

「
交
通
空
白
地
区
」
が
、
日
本
全
体

の
約
３
分
の
１
ま
で
拡
大
！

次
に
、
桜
井
日
大
名
誉
教
授
か
ら
、
「
ロ
ー

カ
ル
線
を
巡
る
状
況
と
内
房
線
存
続
の
課
題

ー
久
留
里
線
一
部
区
間
廃
止
を
踏
ま
え
て
ー
」

と
題
し
て
、
約
１
時
間
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
政
府
の
「
第
３
次
交
通

政
策
基
本
計
画
」
に
触
れ
、
国
鉄
分
割
・
民

営
化
以
降
の
地
方
で
は
人
口
減
少
等
を
背
景

に
し
て
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
が
困

難
に
な
っ
た
と
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

次
に
、
「
交
通
空
白
地
区
」
が

年
度
と
比

25

較
し
て
８
９
２
自
治
体
（
＋
１
７
５
）
に
増

え
、
日
本
の
面
積
の

・
８
％
（
前
年

・

32

26

７
％
）
＝
約
３
分
の
１
が
「
交
通
空
白
地
区
」

に
な
っ
て
い
る
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
、
20

年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
赤
字
を
口
実
に
し
て

内
部
補
助
を
や
め
て
ロ
ー
カ
ル
線
廃
線
化
に

動
き
出
し
て
き
た
こ
と
に
触
れ
、
そ
も
そ
も

内
部
補
助
で
ロ
ー
カ
ル
線
を
運
営
す
る
こ
と

は
民
営
化
時
の
約
束
で
あ
る
こ
と
、
政
府
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
ロ
ー
カ
ル
線
沿
線
住
民
の

７
割
以
上
が
鉄
道
存
続
を
求
め
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

久
留
里
線
廃
線
の
問
題
点
と
し
て
、
久
留

内
房
線
と
地
域
を
守
る
会
定
時
総
会
開
催

桜
井
徹
・
日
大
名
誉
教
授
が
講
演

鉄道と地域を守るために運動を大きくしましょう」と訴え

る梅澤和子代表



里
線
の
輸
送
密
度
の
比
率
が
大
き
く
増
加
し
、

営
業
係
数
も
３
分
の
１
ま
で
減
少
、
廃
線
に

す
る
必
要
が
な
い
。
さ
ら
に
鉄
道
の
社
会
的

価
値
に
触
れ
、
久
留
里
線
は
、
房
総
地
域
に

お
け
る
大
き
な
観
光
資
源
で
あ
り
、
久
留
里

～
上
総
亀
山
間
は
最
も
景
観
が
良
く
、
バ
ス

代
替
で
は
実
現
し
な
い
存
在
だ
と
訴
え
た
。

そ
し
て
、
内
房
線
の
存
続
の
課
題
に
触
れ
、

君
津
～
安
房
鴨
川
間
で
見
れ
ば
乗
車
人
員
は

３
０
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
全
く
問
題
な
い

こ
と
か
ら
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
請
や
関
係
自
治
体
へ

の
訪
問
等
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴

え
、
講
演
を
終
了
し
た
。

公
共
交
通
ー
人
が
自
由
に
鉄
道
を
利

用
し
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
！

講
演
に
対
す
る
質
疑
応
答
を
終
え
た
後
に

総
会
が
再
開
さ
れ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
た
。
外
房
線
と
地
域
を
守
る
会
・
早
川
会

長
は
、
「
線
区
区
分
の
問
題
で
、
外
房
線
も
茂

原
～
安
房
鴨
川
間
で
計
算
す
る
と
３
６
０
０

人
に
な
る
こ
と
か
ら
Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
を
追
及

し
て
き
た
。
ま
た
経
費
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
平
均
と
比
較
す
る
と
外
房
線
は
約
２

倍
、
内
房
線
も
１･

５
倍
に
も
な
る
が
、
Ｊ
Ｒ

は
具
体
的
な
回
答
が
で
き
な
い
状
況
だ
。
い

す
み
鉄
道
の
問
題
で
は
夷
隅
郡
市
の
自
治
体

を
訪
問
し
て
懇
談
し
て
き
た
。
今
後
も
内
房

線
の
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り
た
い
」
と

訴
え
た
。
久
留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
・
都

築
事
務
局
長
か
ら
は
、
「
５
月

日
に
は
久
留

27

里
線
廃
線
に
関
す
る
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
、

会
員
７
人
と
労
組
１
団
体
が
存
続
を
訴
え
た
。

５
月

日
に
４
回
目
の
総
会
を
開
催
し
廃
線

30

阻
止
に
向
け
て
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。
」

と
決
意
を
語
っ
た
。

総
会
に
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹
介

が
行
わ
れ
た
後
、
議
事
の
進
行
と
幹
事
会
か

ら
の
答
弁
を
経
て
全
体
の
拍
手
で
一
括
採
択

さ
れ
た
。
最
後
に
、
総
会
ア
ピ
ー
ル
を
全
体

で
確
認
し
、
第

回
内
房
線
と
地
域
を
守
る

10

会
総
会
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

乗客減のローカル線！廃線から劇的復活！
乗客数27倍激増 人口減止まる

イタリア北部アルプス山脈

の山間部にあるフィンシュガ

ウ鉄道は、1991年に一度廃線

となったものの、約130億円

の投資と徹底した近代化を経

て2005年に復活。設備の全線

電化や老朽化した線路の改良、新型車両を導入。これによ

りスピードアップと運行本数の増加（1時間に1本など）を

実現！その結果、乗客数が27倍に激増し、人口減少の歯止

めや強力な観光資源として世界的な成功事例に。

沿線の美しい風景と鉄道を結びつけ、自転車ごと列車に

乗り込めるシステムなどを導入し、観光客が鉄道を利用し

てトレッキングやサイクリングを楽しめる環境を整備し

た。観光目的だけでなく、通勤や通学など地域住民の普段

の足としても機能するダイヤ設定を行った結果、車への依

存度が下がり、沿線地域の価値向上と人口流出の抑制に繋

がった。不要になった駅舎スペースを、ホームにテラス席

を構えるようなお洒落なカフェや地域住民の集う空間とし

てリノベーション。 駅を「列車に乗るためだけの場所」

から「日常的に立ち寄る楽しい場所」へと変えることで、

鉄道利用に対する心理的な障壁を下げている。

鉄道は“採算”ではなく“地域の未来”を支えるインフラ。

イタリアはそれを実行し、成功した。



Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、

年
度
事
業
計
画
に
お
い

26

て
、
有
事
に
お
け
る
軍
事
物
資
輸
送
＝
戦
争

協
力
を
率
先
し
て
行
う
こ
と
を
初
め
て
明
記

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
部
分
的
に
自
衛
隊

の
戦
車
や
物
資
の
一
部
を
輸
送
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
の
事
業
計
画

で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
戦
争
に

全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
方

針
と
し
て
押
し
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

事
業
計
画
で
は
、
「
安
全
保
障
の
観
点
か
ら

も
、
有
事
に
お
い
て

物
資
を
迅
速
か
つ
大

量
に
機
動
的
に
展
開

で
き
る
貨
物
輸
送
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
既
存
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ア
セ
ッ
ト
を
有
効
活
用
し
つ
つ
、

想
定
さ
れ
る
必
要
な
輸
送
体
系
の
構
築
に
向

け
、
防
衛
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と

の
調
整
を
行
っ
て
い
く
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
ミ
サ
イ
ル
基
地
等
の
増
強
が
相
次
ぐ
！

こ
こ
で
い
う
「
安
全
保
障
」
や
「
有
事
」

と
は
な
に
を
指
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
ま

さ
に
「
台
湾
有
事
」
で
あ
り
、
「
中
国
へ
の
侵

略
戦
争
」
を
想
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

米
帝
・
ト
ラ
ン
プ
は
、
中
国
を
「
最
大
の
脅

威
」
と
し
て
、
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
を
構
え

て
い
る
。
一
方
、
日
帝
・
高
市
は
、
自
ら
の

戦
争
と
し
て
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
を
位
置
づ

け
軍
備
増
強
に
突
き
進
ん
で
い
る
。

実
際
に
、
今
、
九
州
か
ら
沖
縄
・
南
西
諸

島
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
結
ぶ
「
第
１
列

島
線
」
上
で
は
自
衛
隊
の
増
強
が
次
々
に
行

わ
れ
て
い
る
。
九
州
・
健
軍
駐
屯
地
に
は
長

距
離
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ
、
佐
世
保

に
は
水
陸
機
動
団
が
設
置
さ
れ
、
佐
賀
駐
屯

地
に
は
オ
ス
プ
レ
イ
も
配
備
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
沖
縄
の
勝
連
分
屯
地
に
は
ミ
サ
イ
ル

連
隊
が
配
置
さ
れ
、
宮
古
島
や
石
垣
島
、
与

那
国
島
な
ど
に
も
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
配
備
さ

れ
て
い
る
。
現
地
に
お
け
る
自
衛
官
の
人
数

も
右
肩
上
が
り
に
急
増
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
が
示
す
も
の
は
、
有
事
＝
戦
争
に
な

っ
た
場
合
こ
の
地
域
が
最
大
の
戦
場
に
な
る

と
い
う
こ
と
だ
。

戦
争
の
た
め
の
軍
事
物
資
輸
送
は

絶
対
認
め
な
い
！

戦
争
を
行
う
場
合
、
大
量
の
武
器
・
弾
薬
、

物
資
等
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
の
７
割
が
北

海
道
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
武
器
・
弾
薬
等
を
九
州
方
面
に
運
ぶ
た

め
に
貨
物
列
車
を
使
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

さ
ら
に
事
業
計
画
で
は
、
「
有
事
に
お
い
て
・

・
・
貨
物
輸
送
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
に
お
い
て
貨
物
列
車
の
軍
事
物
資
輸
送

が
評
価
さ
れ
こ
と
を
契
機
に
し
て
い
る
こ
と

は
あ
き
ら
か
だ
。

し
か
も
、
武
器
・
弾
薬
等
を
運
ぶ
の
は
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
労
働
者
だ
。
そ
し
て
、
運
ん
だ

武
器
・
弾
薬
等
で
多
く
の
人
々
が
殺
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
だ
。
戦
争
の
た
め
、
人
殺
し

の
た
め
の
軍
事
物
資
輸
送
は
絶
対
に
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

Ｊ
Ｒ
貨
物

２
０
２
６
年
度
事
業
計
画

（
抜
粋
）

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も
、
有
事
に
お
い

て
物
資
を
迅
速
か
つ
大
量
に
機
動
的
に
展
開

で
き
る
貨
物
輸
送
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ア
セ
ッ
ト
を
有

効
活
用
し
つ
つ
、
想
定
さ
れ
る
必
要
な
輸
送

体
系
の
構
築
に
向
け
、
防
衛
省
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
２
６
年
度
事
業
計
画
弾
劾
！

軍
事
物
資
輸
送
＝
戦
争
協
力
を
絶
対
に
許
す


